
授 業 概 要（１／2） 

授業のタイトル（科目名） 

地域福祉と包括的支援体制 

授業の種類 

（講義・演習・実習） 

授業担当者 

成川 茉由 

科目コード 

３０１０ 

回数 

３０回 

時間数（単位数）          

６０時間 

配当学年・時期 

１年 通年 

 

必修 ・ 選択 

[授業の目的・ねらい] 

・地域福祉の基本的な考え方・主体・対象について理解する。 

・組織、団体及び専門職の役割と実際について理解する。 

・ネットワーキングの意義、推進方法について理解する。 

[授業全体の内容の概要] 

・地域福祉の基本的な考え方・主体・対象・組織について学ぶ。 

・地域福祉の推進方法について理解を深める。 

[授業修了時の達成課題 ( 到達目標 ) ] 

・地域福祉の基本的な考え方について説明できる。 

・地域福祉の推進方法、評価方法と実際について説明できる。 

 

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法] 

 

１．導入／地域社会の概念と理論 

２．地域社会の変化 

３．多様化・複雑化した地域生活課題の現状とニーズ① 

４．多様化・複雑化した地域生活課題の現状とニーズ② 

５．多様化・複雑化した地域生活課題の現状とニーズ③ 

６．地域福祉と社会的孤立 

７．地域包括ケアシステム① 

８．地域包括ケアシステム② 

９．生活困窮者自立支援の考え方 

１０．包括的支援体制  

１１．地域共生社会の構築 

１２．地域共生社会の実現に向けた各種施策① 

１３．地域共生社会の実現に向けた各種施策② 

１４．地域福祉ガバナンス 

１５．国家試験過去問題／国家試験対策  

前期末試験 

 

[使用テキスト・参考文献] 

最新・社会福祉士養成講座 

「地域福祉と包括的支援体制」中央法規出版 

社会福祉小六法２０２３ 

 

[単位認定の方法及び基準] 

授業態度、試験、出席状況から総合的に評価し、単位認定

を行う。下記の記載内容も留意すること。 

※１ 試験の評価基準：６割以上の成績にて合格。 

※２ 出席の評価基準：欠席が多い場合には、期末試験

の受験資格が得られない。また、単位認定も行わな

い。 

 



授 業 概 要（2／2） 

授業のタイトル（科目名） 

地域福祉と包括的支援体制 

授業の種類 

（講義・演習・実習） 

授業担当者 

成川 茉由 

回数 

３０回 

時間数（単位数）          

６０時間 

配当学年・時期 

１年 通年 

 

必修 ・ 選択 

[授業の目的・ねらい] 

・地域福祉の基本的な考え方・主体・対象について理解する。 

・組織、団体及び専門職の役割と実際について理解する。 

・ネットワーキングの意義、推進方法について理解する。 

[授業全体の内容の概要] 

・地域福祉の基本的な考え方・主体・対象・組織について学ぶ。 

・地域福祉の推進方法について理解を深める。 

[授業修了時の達成課題 ( 到達目標 ) ] 

・地域福祉の基本的な考え方について説明できる。 

・地域福祉の推進方法、評価方法と実際について説明できる。 

 

[授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法] 

 

１６．多職種連携・多職種協働を促進する仕組み 

１７．福祉以外の分野との機関協働の実際 

１８．地域福祉の概念と理論 

１９．地域福祉の歴史① 

２０．地域福祉の歴史② 

２１．地域福祉の動向・推進主体 

２２．地域福祉の主体と福祉教育 

２３．地域を基盤としたソーシャルワークの展開 

２４．災害時における総合的かつ包括的な支援体制①  

２５．災害時における総合的かつ包括的な支援体制② 

２６．福祉計画の意義と種類 

２７．福祉計画の策定と運用について 

２８．福祉行財政システム① 

２９．福祉行財政システム② 

３０．国家試験過去問題／国家試験対策／試験範囲 

後期期末試験 

 

[使用テキスト・参考文献] 

最新・社会福祉士養成講座 

「地域福祉と包括的支援体制」中央法規出版 

社会福祉小六法２０２３ 

 

[単位認定の方法及び基準] 

授業態度、試験、出席状況から総合的に評価し、単位認定

を行う。下記の記載内容も留意すること。 

※１ 試験の評価基準：６割以上の成績にて合格。 

※２ 出席の評価基準：欠席が多い場合には、期末試験

の受験資格が得られない。また、単位認定も行わない。 

 


